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そ
の
後
、
特
別
講
演
の
石

見
神
楽
（
日
本
遺
産
構
成
文

化
財
）
を
拝
見
し
、
参
加
者

全
員
で
の
記
念
撮
影
を
行

い
、
懇
親
会
に
入
り
交
流
を

深
め
ま
し
た
。 

翌
２７

日
は
、
呉
市
の
大

和
ミ
ュ
－
ジ
ア
ム
と
海
上
自

衛
隊
呉
資
料
館
な
ど
を
見

学
し
広
島
駅
で
の
解
散
と
な

り
ま
し
た
。 

岩
手
か
ら
１０
人
が
参
加 

岩
手
県
か
ら
は
佐
藤
安

美
（
北
上
）
、
髙
橋
秀
幸
・
京

子
夫
妻
（
西
和
賀
）
、
遠
藤

正
（
盛
岡
）
、
西
舘
忍
（
一

戸
）
、
宮
原
利
雄(
仙
台
）
、

千
葉
芳
胤
・
節
子
夫
妻
（
水

沢
）
、
青
名
畑
幸
彦
（
葛

巻
）
、
齋
藤
孝
（
水
沢
）
の
会

員
・
家
族
１０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。 

な
お
、
今
回
の
岩
手
県
の

総
会
参
加
・
大
人
の
修
学
旅

行
の
感
想
原
稿
が
家
族
参

加
の
千
葉
節
子
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
号
に

掲
載
し
紹
介
し
ま
す
。 
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の
品
の
良
い
話
し
上
手
な
運
転

手
さ
ん
の
提
案
で
山
口
県
岩
国

市
へ
足
を
延
ば
し
ま
し
た
。 

錦
帯
橋
（
美
し
い
五
連
ア
ー
チ

の
木
造
橋
）
、
岩
国
城
、
国
の
天

然
記
念
物
の
シ
ロ
ヘ
ビ
が
展
示
し

て
あ
る
岩
国
シ
ロ
ヘ
ビ
の
館
を
見

て
回
り
、
昼
食
は
名
物
「
岩
国
寿

司
」
を
堪
能
。
つ
い
で
に
某
氏
が

注
文
し
た
生
ビ
ー
ル
が
な
か
な
か

出
て
こ
な
い
の
で
催
促
し
た
と
こ

ろ「
今
や
っ
て
ま
す!

」
の
返
事
に
、

❝
ビ
ー
ル
今
や
っ
て
ま
す
っ
て
ど

う
言
う
こ
と
❞
？
？
？ 

１５
時
か
ら
７５
人
の
会
員
参

加
で
総
会
が
開
催
さ
れ
、
２
０
２

３
年
度
事
業
・
決
算
報
告
及
び
２

０
２
４
年
度
事
業
・
予
算
（
案
）
と

役
員
改
選
（
案
）
が
拍
手
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
に
は
、
波
佐
常

盤
倶
楽
部
に
よ
る「
石
見
神
楽
」

（
演
目
：
天
神
・
大
蛇
）
の
特
別
公

演
が
あ
り
、
４
頭
の
大
蛇
を
須
佐

之
男
命
（
す
さ
の
お
う
の
み
こ

と
）
が
退
治
す
る
場
面
は
大
迫

力
で
、
お
も
わ
ず
身
を
乗
り
出

し
て
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
全
国
各
地
の
地
酒

や
広
島
名
物
の
焼
き
そ
ば
入
り
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お
好
み
焼
を
味
わ
い
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
と
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

翌

２７

日
は
呉
市
に
移
動

し
、
１０
分
の
１
ス
ケ
ー
ル
で
再

現
し
た
戦
艦
「
大
和
」
が
シ
ン

ボ
ル
の「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

（
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館
）

と「
て
つ
の
く
じ
ら
館
」
（
海
上

自
衛
隊
呉
資
料
館
）
を
見
学

し
午
前
で
解
散
と
な
り
ま
し

た
。 午

後
は
岩
手
の
１０
人
で
、

広
島
平
和
記
念
公
園
と
宮

島
を
結
ぶ
高
速
船
で
宮
島
へ
。

厳
島
神
社
を
参
拝
し
表
参
道

商
店
街
を
散
策
後
、
貸
切

り
？
（
客
は
私
た
ち
だ
け
）
状

態
の
宮
島
フ
ェ
リ
ー
で
広
島

市
内
に
戻
り
、
本
日
の
慰
労

会
へ
と
街
に
繰
り
出
し
楽
し
い

こ
れ
ま
た
ひ
と
と
き
。 

翌
２８
日
は
、
市
内
循
環
バ

ス
に
乗
車
し
広
島
城
、
原
爆

の
惨
状
を
伝
え
る
原
爆
ド
ー

ム
、
広
島
平
和
記
念
公
園
、

平
和
記
念
資
料
館
を
見
学

し
、
午
後
４
時
頃
広
島
を
後

に
帰
路
の
仙
台
空
港
に
。 

暑
く
、
そ
し
て
楽
し
か
っ
た

４
日
間
を
振
り
返
り
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
帰
途
に
着
き
ま
し

た
。
来
年
の
総
会
は
、
長
野
県

蓼
科
高
原
と
の
こ
と
。
ぜ
ひ

皆
さ
ん
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

 
 

２
０
２
３
年
８
月
２６
日
土
曜

日
に
第
５２
回
日
本
ス
キ
ー
パ
ト

ロ
ー
ル
協
議
会
総
会
が
、
広
島
県

の
安
芸
の
宮
島
・
安
芸
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
７５
人
（
北
海
道
か
ら

高
知
県
ま
で
の
２３
都
道
府
県
か

ら
家
族
含
め
約
１
０
０
人
）
が
参

加
し
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

〈
宮
島
で
記
念
ス
ナ
ッ
プ
岩
手
〉 

総
会
前
日
の
８
月
２５
日
、

仙
台
空
港
に
集
合
後
、
午
後

２
時
分
発
の
飛
行
機
で
広
島

空
港
へ
出
発
し
ま
し
た
。
到
着

後
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
と
日
本
一
の

規
模
を
誇
る
路
面
電
車
を
乗

り
継
ぎ
本
日
の
宿
に
到
着
。

さ
て
今
宵
の
飲
食
は
ど
こ
で
と

酒
と
肴
を
求
め
て
夜
の
街
へ
。 

総
会
当
日
の
２６
日
は
、
遠

藤
会
長
、
西
舘
監
事
、
青
名

畑
地
区
幹
事
が
午
前
中
理
事

会
に
出
席
の
た
め
、
残
る
私
た

ち
は
午
後
の
総
会
開
始
時
間

ま
で
別
行
動
と
な
り
、
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ク
シ
ー
を
手
配
し
観
光

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
黒
縁

眼

鏡
に
シ
ル
バ
ー
グ
の
髪

 

〈
岩
国
市
の
錦
帯
橋
〉 

８
月
２６
日
は
１０
時
か
ら
理

事
会
を
行
い
、
１３
時
か
ら
受

付
開
始
、
同
時
に
地
区
幹
事

会
を
行
い
１５
時
か
ら
総
会
と

な
り
ま
し
た
。 

総
会
は
、
小
椋
健
司(

愛
知)

副
会
長
の
開
会
宣
言
に
始
ま

り
、
遠
藤
正
（
岩
手
）
会
長
が

挨
拶
。
議
長
に
広
島
県
の
高
正

嗣
（
４４
期
）
を
選
出
し
２
０
２
３

年
度
事
業
報
告
・
同
決
算
報

告
を
承
認
。
２
０
２
４
年
度
事

業
計
画
・
同
予
算
案
（
案
）
も

承
認
と
順
調
に
進
み
、
役
員
の

改
選
が
行
わ
れ
、
遠
藤
正
会

長
以
下
の
役
員
体
制
が
承
認

さ
れ
、
次
回
総
会
の
長
野
県

茅
野
市
「
エ
ク
シ
ブ
蓼
科
」
の
Ｐ

Ｒ
が
長
野
県
の
田
村
一
司
さ

ん
か
ら
行
わ
れ
、
廣
田
正
利
副

会
長(

富
山)

の
閉
会
宣
言
で
終

わ
り
ま
し
た
。 


